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郡元キャンパスの中心に位置する貴重な親水空間で、学生や来訪者が四季の変化を感じら
れる憩いの場として親しまれています。時折、池のほとりでアオサギが佇む姿も観察されてお
り、キャンパス散策の際に足を運べば思いがけない出会いがあるかもしれません。

表紙イラスト はらぐちあつこ（イラストレーター）
　鹿児島大学法文学部法政策学科卒。電力会社勤務を経て、桑沢デザ
イン研究所ビジュアルデザイン科修了。東京のデザインコンサルティング会社でVI・CIデザイ
ン制作業務の他、歴史絵本制作にも携わる。2015年より峰岸達氏に師事。2020年より福岡市
に移住し、フリーランスのイラストレーターとして活動中。

今号の表紙「玉利池」

＊本誌デザイン基本色には、鹿児島大学が開発した
「かごんまの色®」を使用しています。
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や
思
い
や
り
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大
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に

し
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手
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し
な
が
ら
技
を
学
び
ま

す
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間
と
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え
合
い
、実
践
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て
自
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す
。

　
部
員
同
士
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支
え
合
い
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び
合
い
、

共
に
過
ご
す
家
族
の
よ
う
な
温
か
い
一

体
感
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あ
り
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す
。大
会
で
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数
々
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果
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た
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す
。

　
少
林
寺
拳
法
部
は
月
曜
日
と
金
曜
日

の
週
２
回
の
練
習
が
あ
り
ま
す
。大
会

期
間
は
練
習
量
を
増
や
し
、大
会
に
向

け
て
日
々
修
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

部 員 数：52名

活動場所：サークル棟2号館横の道場

活動日時：月・金　18時30分～20時30分

DATA ※2026年6/5 時点
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え
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だ
さ
い
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な
れ
る
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少林寺拳法
部を動画で

ご紹介!!

少林寺拳法部
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0101
奄美の高倉
明治期に奄美大島で建てられた高倉を
もとに再建された施設です。火災による
焼失を経て大学内に復元され、伝統的
建築の価値を伝えています。

0303
玉利池
郡元キャンパスの中心に位
置する、貴重な親水空間で
す。学生や来訪者が四季の
変化を感じられる憩いの場
として親しまれています。

0404
郡元中央食堂
多くの学生や教職員が利用する大規模食堂で、日常の食
事提供に加え、休憩や交流の場としても機能する学内の
重要な福利厚生施設です。
営業時間11:00～19:30(平日）11:00～14:00(土曜）

1111
実験実習地（農場）
農作物や園芸作物の栽培が行われ、研究室の研究だけでなく、その圃場の
多くが学部学生の実習にも使われています。収穫した作物は、大学祭やイン
フォメーションセンターで販売しています。

1212
植物園
多様な植物を育成・保存し、教育や研究に活用
される施設です。一般公開も行われ、地域住民が
自然に親しめる開かれた空間となっています。

1717
稲盛会館
安藤忠雄氏の設計によるもので、非常にユ
ニークな構造をしています。学内外の交流
や情報発信の拠点として、教育・研究成果を
社会に広く発信する役割を担っています。

1515
焼酎・発酵学
教育研究センター
焼酎・発酵学教育研究センターの拠点で、
学生たちが日々、焼酎の香りに包まれなが
ら研究に励んでいます。

1313
半導体人材育成理工学センター
半導体の設計から製造までを一貫して学べる実習環境
を備え、産学官連携により地域の人材育成を担う教育
研究拠点です。社会人・企業の方も試作開発や社員向
けのリカレント教育の場としてご活用いただけます。

1616
インフォメーションセンター
来訪者への案内や情報提供を行う窓口として、大
学の概要や施設情報を発信する施設です。大学オ
リジナルグッズの販売もしています。

0505
学習交流プラザ
学習室やラウンジ、フードコーナーな
どを備え、自習やグループ学習、交流
活動を促進する学生・教職員のため
の複合施設です。

0707
教育（郡元南）食堂
教育学部敷地内の食堂です。お好き
なメニューを選んで組み合わせて
いただくカフェテリア方式です。
営業時間11:30~13:00(平日のみ)

1818
附属動物病院
犬や猫といった伴侶動
物から産業動物まで幅
広い診療を行い、獣医
学教育と研究を実践的
に支えるとともに、地域
の獣医療に貢献してい
ます。

0606
稲盛記念館
フードコート・レストランがあり、学生教職員が日常的に
集うことができる施設となっています。稲盛和夫名誉博
士の歩みや哲学等に触れる場として、稲盛ライブラリーや
京都賞ライブラリーを設置しています。

0808
進取の気風広場
大学の理念である「進取の気風」を象徴する広場で、学生や来訪
者が自由に集い交流できる空間です。開かれたキャンパス環境
の一部として整備されています。

0202 総合研究博物館
鹿児島大学に蓄積されたの数多く
の学術資料を展示する施設で、教
育・研究を支えるとともに一般公開
も行われ、地域の学びの場として活
用されています。

1414 多機能実証ラボ
最先端設備を活用し、実証実験や技術開発、
教育・研究を一体的に行う施設です。学外の
企業や一般の方も有料で利用できる実践的
な研究開発拠点です。

0909
体育施設
体育館やグラウンドなどを備えた施設で、体育
授業や部活動、課外活動に利用されます。グラ
ウンド照明の一基で本学で開発されたFGHP
ライトの実証試験が行われています。

1010
中央図書館
豊富な蔵書と閲覧席を
備えた附属図書館の中
心施設で、学修や研究
活動を支え、一般にも
開放される知の拠点と
なっています。

郡
元
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ン
パ
ス

郡
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キ
ャ
ン
パ
ス
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授業や部活動、課外活動に利用されます。グラ
ウンド照明の一基で本学で開発されたFGHP
ライトの実証試験が行われています。

1010
中央図書館
豊富な蔵書と閲覧席を
備えた附属図書館の中
心施設で、学修や研究
活動を支え、一般にも
開放される知の拠点と
なっています。

郡
元
キ
ャ
ン
パ
ス

郡
元
キ
ャ
ン
パ
ス
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ココ！ココ！ココ！ココ！ココ！ココ！ココ！ココ！ココ！ココ！ココ！ココ！ココ！ココ！ココ！ココ！ココ！お気に
入り・

おすす
め

　　　
 は

郡元キ
ャンパ

スの

市
街
地
に
あ
り
な
が
ら
自
然
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
郡
元
キ
ャ
ン

パ
ス
。敷
地
内
に
は
実
験
実
習
用
の
田
ん
ぼ
や
畑
の
ほ
か
、約
3
0
0

種
類
の
樹
木
が
あ
る
植
物
園
が
あ
り
、さ
ま
ざ
ま
な
動
植
物
が
四
季

を
彩
り
ま
す
。メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
を
彩
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ワ
シ
ン
ト

ン
ヤ
シ
の
並
木
が
鹿
児
島
ら
し
さ
を
象
徴
す
る
一
方
、秋
に
は
黄
金
色

に
染
ま
る
銀
杏
並
木
が
学
生
や
地
域
住
民
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
す
。水
辺
の
景
観
が
美
し
い
玉
利
池
や
、友
人
た
ち
と
語
り
合
え
る

ベ
ン
チ
や
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
な
ど
、日
々
の
研
究
や
授
業
の
合
間
に
心
地

よ
い
風
を
感
じ
な
が
ら
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
憩
い
の
場
も
随
所
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。

7月の終わり頃、農場の近くを歩いている
と、一面に広がるひまわり畑に出会いまし
た。背後には青々と育つ稲が広がり、秋に
なると黄金色へと変わる季節の移ろいも
感じられました。学内にいながら自然の
変化に触れられる素敵な場所です。大学
に立ち寄った際は、ぜひふらりと覗いてみ
てください。

変化に触れられる素敵な場所です。大学
に立ち寄った際は、ぜひふらりと覗いてみ
てください。

秋になると、キャンパスのイチョウ並
木がきれいに色づきます。授業の行
き帰りにこの道を歩くと、季節を感
じながらリフレッシュできます。青空
と黄色い葉のコントラストはとても
美しく、思わず写真を撮りたくなる
学校自慢のスポットです！
美しく、思わず写真を撮りたくなる
学校自慢のスポットです！

私のおすすめは、図書館横に咲くアジサイです。キャン
パス内でもあまり知られていない隠れスポットですが、
1年生の時から毎年ここでアジサイを見るのが私の楽
しみになっています。梅雨の時期だけに出会える特別
な景色なので、通学や図書館を訪れた際は、ぜひ足を
運んでみてください！
な景色なので、通学や図書館を訪れた際は、ぜひ足を
運んでみてください！

イチョウ通り沿い、共通教育棟3号館前にあ
るウッドデッキは、図書館や工学部にも近い
憩いのスポットです。春や秋には建物の陰で
やわらかな風が抜け、心地よい時間を過ごせ
ます。春になるとサークル勧誘の看板が並び、
大学ならではのにぎやかな風景も広がりま
す。近くには噴水もあり、授業の合間にふらっ
と立ち寄りたくなる場所です。と立ち寄りたくなる場所です。

昼休みに友達と昼食を済ませて、大学構内
を散歩していると、玉利池でアオサギを見
つけました。珍しい鳥を間近で見ることが
できたことに驚き、思わず撮った一枚です。
こうした生き物に出会える環境から、自然
豊かな鹿児島大学の魅力を改めて実感し
ました。皆さんもアオサギを見かけたら、ぜ
ひ写真を撮ってみてくださいね。
ました。皆さんもアオサギを見かけたら、ぜ
ひ写真を撮ってみてくださいね。

農場で見られる
ひまわり畑

イチョウ並木

進取の気風
広場

玉利池中央図書館横のアジサイ

Recom
mend

!

Recom
mend

!

Favor
ite!

Favor
ite!

Favor
ite!

Favor
ite!

授業の合間や空きコマによく訪れるお気
に入りの場所です。緑が広がる芝生の庭は
開放感があり、天気の良い日には友人と話
をしたり、一人でのんびり過ごしたりしてい
ます。季節によって景色が変わるのも魅力
で、忙しい学生生活の中でほっと一息つけ
る癒やしのスポットです。

共通教育棟3号館前の
ウッドデッキ
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感
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れ
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0
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が
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植
物
園
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ま
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ま
す
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ス
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彩
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ヤ
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の
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ら
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を
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に
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学
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や
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の
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が
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や
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た
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の
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や
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業
の
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間
に
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よ
い
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を
感
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な
が
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リ
フ
レ
ッ
シ
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で
き
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の
場
も
随
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が
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ま
す
。

7月の終わり頃、農場の近くを歩いている
と、一面に広がるひまわり畑に出会いまし
た。背後には青々と育つ稲が広がり、秋に
なると黄金色へと変わる季節の移ろいも
感じられました。学内にいながら自然の
変化に触れられる素敵な場所です。大学
に立ち寄った際は、ぜひふらりと覗いてみ
てください。

変化に触れられる素敵な場所です。大学
に立ち寄った際は、ぜひふらりと覗いてみ
てください。

秋になると、キャンパスのイチョウ並
木がきれいに色づきます。授業の行
き帰りにこの道を歩くと、季節を感
じながらリフレッシュできます。青空
と黄色い葉のコントラストはとても
美しく、思わず写真を撮りたくなる
学校自慢のスポットです！
美しく、思わず写真を撮りたくなる
学校自慢のスポットです！

私のおすすめは、図書館横に咲くアジサイです。キャン
パス内でもあまり知られていない隠れスポットですが、
1年生の時から毎年ここでアジサイを見るのが私の楽
しみになっています。梅雨の時期だけに出会える特別
な景色なので、通学や図書館を訪れた際は、ぜひ足を
運んでみてください！
な景色なので、通学や図書館を訪れた際は、ぜひ足を
運んでみてください！

イチョウ通り沿い、共通教育棟3号館前にあ
るウッドデッキは、図書館や工学部にも近い
憩いのスポットです。春や秋には建物の陰で
やわらかな風が抜け、心地よい時間を過ごせ
ます。春になるとサークル勧誘の看板が並び、
大学ならではのにぎやかな風景も広がりま
す。近くには噴水もあり、授業の合間にふらっ
と立ち寄りたくなる場所です。と立ち寄りたくなる場所です。

昼休みに友達と昼食を済ませて、大学構内
を散歩していると、玉利池でアオサギを見
つけました。珍しい鳥を間近で見ることが
できたことに驚き、思わず撮った一枚です。
こうした生き物に出会える環境から、自然
豊かな鹿児島大学の魅力を改めて実感し
ました。皆さんもアオサギを見かけたら、ぜ
ひ写真を撮ってみてくださいね。
ました。皆さんもアオサギを見かけたら、ぜ
ひ写真を撮ってみてくださいね。

農場で見られる
ひまわり畑

イチョウ並木

進取の気風
広場

玉利池中央図書館横のアジサイ
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mend
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Recom
mend

!

Favor
ite!

Favor
ite!

Favor
ite!

Favor
ite!

授業の合間や空きコマによく訪れるお気
に入りの場所です。緑が広がる芝生の庭は
開放感があり、天気の良い日には友人と話
をしたり、一人でのんびり過ごしたりしてい
ます。季節によって景色が変わるのも魅力
で、忙しい学生生活の中でほっと一息つけ
る癒やしのスポットです。

共通教育棟3号館前の
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「
鹿
児
島
の
自
然
史
」／
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー 

自
然
科
学
科
目・教
養
自
然
科
学
　井
村
　隆
介 

准
教
授

観
測
デ
ー
タ
の
因
果
を
問
う

学
び

　

　屋
部部

誌
上
講
義
室

　講
義
で
は
、「
今
は
氷
河
時
代
で
あ
る
」と
い
う

一
見
意
外
な
事
実
も
紹
介
さ
れ
た
。南
極
や
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
に
大
規
模
な
氷
床
が
存
在
す
る
現

在
の
地
球
は
、46
億
年
の
歴
史
か
ら
見
れ
ば
珍
し

い「
寒
い
時
代
」に
分
類
さ
れ
る
。こ
の
氷
河
時
代

の
中
で
も
、現
在
は
比
較
的
温
暖
な「
間
氷
期
」の

只
中
だ
。寒
冷
な
氷
期
と
間
氷
期
は
約
10
万
年
周

期
で
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、今
と
同
じ
く
ら
い
温

暖
な
間
氷
期
の
時
代
を
見
つ
け
る
に
は
、約
13
万

年
前
ま
で
遡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　こ
の
長
期
的
な
気
温
変
動
は
、ミ
ラ
ン
コ
ビ
ッ

チ・サ
イ
ク
ル（
地
球
の
公
転
軌
道
や
地
軸
の
傾
き

の
周
期
的
変
化
）と
の
密
接
な
関
係
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。先
生
は
、「
地
球
の
自
転
軸
が
コ
マ
の
よ

う
に
首
振
り
運
動
を
す
る『
歳
差
』（
約
2・3
万
年

周
期
）や
、四
季
を
生
み
出
す『
地
軸
の
傾
き
』の
揺

ら
ぎ（
約
4
万
年
周
期
）と
い
っ
た
宇
宙
規
模
の
要

因
が
複
雑
に
重
な
り
合
う
こ
と
で
、気
候
変
動
の

サ
イ
ク
ル
が
作
ら
れ
て
き
た
」と
解
説
す
る
。

　さ
ら
に
遡
っ
て
恐
竜
が
生
き
た
時
代
を
見
て
み

る
と
、二
酸
化
炭
素
濃
度
が
今
の
4
倍
あ
り
、海

面
は
4
0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
高
か
っ
た
と
い
う
研

究
も
あ
る
。地
球
の
気
候
は
、人
間
の
営
み
と
は
無

関
係
に
大
き
く
変
動
し
続
け
て
き
た
の
だ
。

　「相
関
」と「
因
果
」を

　正
し
く
読
み
解
く

　こ
う
し
た
過
去
の
気
候
変
動
を
学
ぶ
こ
と
で
、

私
た
ち
は
現
代
の
環
境
問
題
を
ど
う
捉
え
る
べ
き

な
の
だ
ろ
う
か
。南
極
や
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
氷

床
コ
ア
か
ら
得
ら
れ
た
過
去
15
万
年
の
デ
ー
タ
を

見
る
と
、気
温
変
化
と
、二
酸
化
炭
素
や
メ
タ
ン
ガ

ス
濃
度
の
変
動
パ
タ
ー
ン
が
よ
く
似
て
い
る
こ
と

に
気
づ
く
。こ
こ
で
先
生
は「
相
関
が
あ
る
こ
と

と
、因
果
関
係
が
あ
る
こ
と
は
別
の
話
で
す
」と
強

調
し
、近
年
の
二
酸
化
炭
素
や
メ
タ
ン
ガ
ス
の
増

加
は
温
暖
化
の「
原
因
」な
の
か
、そ
れ
と
も
気
温

上
昇
に
伴
う「
結
果
」な
の
か
を
問
い
か
け
る
。授

業
で
は
、牛
の
大
量
飼
育
に
よ
る
メ
タ
ン
の
増
加

や
、産
業
活
動
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
な

ど
、人
間
活
動
と
地
球
温
暖
化
の
関
係
に
つ
い
て

展
開
し
て
い
く
。

　地
球
温
暖
化
を
巡
る
議
論
で
は
、「
温
室
効
果

ガ
ス
が
増
え
て
い
る
」「
気
温
が
上
昇
し
て
い
る
」

と
い
っ
た
事
実
が
し
ば
し
ば
直
接
関
連
づ
け
ら
れ

る
。し
か
し
、地
球
は
も
と
も
と
長
い
歴
史
の
中
で

大
き
な
気
候
変
動
を
繰
り
返
し
て
き
た
惑
星
で
も

あ
る
。科
学
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、デ
ー
タ
が
示

す
事
実
が
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
を
考

え
続
け
る
こ
と
だ
。鹿
児
島
の
自
然
を
入
り
口
に

し
た
こ
の
講
義
で
、学
生
た
ち
は
確
か
な
事
実
を

も
と
に
多
角
的
な
視
点
で
仮
説
を
立
て
、真
理
を

問
い
続
け
る
姿
勢
を
培
っ
て
い
く
。

　鹿
児
島
の
豊
か
な
自
然
は
、ど
の
よ
う
に
形
成

さ
れ
て
き
た
の
か
。15
回
の
講
義
を
通
じ
て
、日
本

列
島
と
鹿
児
島
に
お
け
る
第
四
紀
の
気
候
変
動
、

海
水
準
変
化
、地
殻
変
動
、火
山
活
動
史
、植
生
史

を
紹
介
す
る「
鹿
児
島
の
自
然
史
」。第
5
回
の
授

業
で
は
、過
去
15
万
年
の
気
候
デ
ー
タ
を
読
み
解

き
、そ
こ
か
ら「
現
在
の
地
球
は
温
暖
化
し
て
い
る

の
か
？
そ
の
原
因
は
人
間
な
の
か
？
」を
検
証
す

る
。壮
大
な
地
球
環
境
の
変
化
を
教
材
に
し
た
講

義
で
、学
生
た
ち
が
学
ん
で
い
く
科
学
的
思
考
の

プ
ロ
セ
ス
と
は
。

　星
砂
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

　汗
ば
む
日
も
多
く
な
っ
て
き
た
鹿
児
島
の
5
月

中
旬
。授
業
冒
頭
、「
昼
間
は
暑
い
の
で
、夕
方
を

待
っ
て
犬
の
散
歩
に
行
っ
て
い
ま
す
」と
い
う
井

村
先
生
の
語
り
口
に
教
室
の
空
気
が
少
し
和
ら
い

だ
。こ
の
日
の
講
義
テ
ー
マ
は
、地
球
の「
氷
期・間

氷
期
サ
イ
ク
ル
」。現
在
の
地
球
温
暖
化
を
考
え
る

上
で
欠
か
せ
な
い
、過
去
の
気
候
変
動
の
歴
史
に

つ
い
て
学
ぶ
授
業
だ
。身
近
な
気
温
の
話
か
ら
、話

は
一
気
に
地
球
規
模
へ
と
広
が
っ
て
い
く
。

　私
た
ち
が
暮
ら
す
鹿
児
島
の
年
平
均
気
温
は

現
在
約
19
度
だ
が
、約
2
万
年
前
、地
球
の
気
温

は
現
在
よ
り
5
〜
6
度
低
く
、海
面
も
1
0
0

メ
ー
ト
ル
以
上
低
か
っ
た
。で
は
、な
ぜ
数
万
年
前

の
気
温
や
海
面
の
高
さ
が
分
か
る
の
か
。鍵
に
な

る
の
が
酸
素
の
同
位
体
、特
に
酸
素
16（¹⁶O

）と

酸
素
18（¹⁸O

）の
比
率
だ
。

　海
水
が
蒸
発
す
る
際
、酸
素
16
を
含
む
軽
い
水

が
優
先
的
に
蒸
発
す
る
が
、寒
い
時
代
に
な
る
と

酸
素
16
が
氷
河
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、相
対
的
に
海

水
中
の
酸
素
18
を
含
む
重
い
水
の
割
合
が
高
ま

る
。そ
の
た
め
、海
底
に
堆
積
し
た
有
孔
虫（
単
細

胞
生
物
で
、星
砂
は
そ
の
仲
間
）の
殻
や
氷
床
コ
ア

に
含
ま
れ
る
酸
素
同
位
体
の
比
率
を
分
析
す
れ

ば
、そ
の
時
代
の
気
温
を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
、

さ
ら
に
氷
河
の
量
を
算
出
す
る
こ
と
で
当
時
の
海

面
の
高
さ
ま
で
分
か
る
と
い
う
。

　気
候
変
動
を
生
み
出
す

　地
球
の
リ
ズ
ム
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教
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セ
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タ
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然
科
学
科
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自
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科
学
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村
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教
授

観
測
デ
ー
タ
の
因
果
を
問
う

学
び

　

　屋
部部

誌
上
講
義
室

　講
義
で
は
、「
今
は
氷
河
時
代
で
あ
る
」と
い
う

一
見
意
外
な
事
実
も
紹
介
さ
れ
た
。南
極
や
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
に
大
規
模
な
氷
床
が
存
在
す
る
現

在
の
地
球
は
、46
億
年
の
歴
史
か
ら
見
れ
ば
珍
し

い「
寒
い
時
代
」に
分
類
さ
れ
る
。こ
の
氷
河
時
代

の
中
で
も
、現
在
は
比
較
的
温
暖
な「
間
氷
期
」の

只
中
だ
。寒
冷
な
氷
期
と
間
氷
期
は
約
10
万
年
周

期
で
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、今
と
同
じ
く
ら
い
温

暖
な
間
氷
期
の
時
代
を
見
つ
け
る
に
は
、約
13
万

年
前
ま
で
遡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　こ
の
長
期
的
な
気
温
変
動
は
、ミ
ラ
ン
コ
ビ
ッ

チ・サ
イ
ク
ル（
地
球
の
公
転
軌
道
や
地
軸
の
傾
き

の
周
期
的
変
化
）と
の
密
接
な
関
係
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。先
生
は
、「
地
球
の
自
転
軸
が
コ
マ
の
よ

う
に
首
振
り
運
動
を
す
る『
歳
差
』（
約
2・3
万
年

周
期
）や
、四
季
を
生
み
出
す『
地
軸
の
傾
き
』の
揺

ら
ぎ（
約
4
万
年
周
期
）と
い
っ
た
宇
宙
規
模
の
要

因
が
複
雑
に
重
な
り
合
う
こ
と
で
、気
候
変
動
の

サ
イ
ク
ル
が
作
ら
れ
て
き
た
」と
解
説
す
る
。

　さ
ら
に
遡
っ
て
恐
竜
が
生
き
た
時
代
を
見
て
み

る
と
、二
酸
化
炭
素
濃
度
が
今
の
4
倍
あ
り
、海

面
は
4
0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
高
か
っ
た
と
い
う
研

究
も
あ
る
。地
球
の
気
候
は
、人
間
の
営
み
と
は
無

関
係
に
大
き
く
変
動
し
続
け
て
き
た
の
だ
。

　「相
関
」と「
因
果
」を

　正
し
く
読
み
解
く

　こ
う
し
た
過
去
の
気
候
変
動
を
学
ぶ
こ
と
で
、

私
た
ち
は
現
代
の
環
境
問
題
を
ど
う
捉
え
る
べ
き

な
の
だ
ろ
う
か
。南
極
や
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
氷

床
コ
ア
か
ら
得
ら
れ
た
過
去
15
万
年
の
デ
ー
タ
を

見
る
と
、気
温
変
化
と
、二
酸
化
炭
素
や
メ
タ
ン
ガ

ス
濃
度
の
変
動
パ
タ
ー
ン
が
よ
く
似
て
い
る
こ
と

に
気
づ
く
。こ
こ
で
先
生
は「
相
関
が
あ
る
こ
と

と
、因
果
関
係
が
あ
る
こ
と
は
別
の
話
で
す
」と
強

調
し
、近
年
の
二
酸
化
炭
素
や
メ
タ
ン
ガ
ス
の
増

加
は
温
暖
化
の「
原
因
」な
の
か
、そ
れ
と
も
気
温

上
昇
に
伴
う「
結
果
」な
の
か
を
問
い
か
け
る
。授

業
で
は
、牛
の
大
量
飼
育
に
よ
る
メ
タ
ン
の
増
加

や
、産
業
活
動
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
な

ど
、人
間
活
動
と
地
球
温
暖
化
の
関
係
に
つ
い
て

展
開
し
て
い
く
。

　地
球
温
暖
化
を
巡
る
議
論
で
は
、「
温
室
効
果

ガ
ス
が
増
え
て
い
る
」「
気
温
が
上
昇
し
て
い
る
」

と
い
っ
た
事
実
が
し
ば
し
ば
直
接
関
連
づ
け
ら
れ

る
。し
か
し
、地
球
は
も
と
も
と
長
い
歴
史
の
中
で

大
き
な
気
候
変
動
を
繰
り
返
し
て
き
た
惑
星
で
も

あ
る
。科
学
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、デ
ー
タ
が
示

す
事
実
が
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
を
考

え
続
け
る
こ
と
だ
。鹿
児
島
の
自
然
を
入
り
口
に

し
た
こ
の
講
義
で
、学
生
た
ち
は
確
か
な
事
実
を

も
と
に
多
角
的
な
視
点
で
仮
説
を
立
て
、真
理
を

問
い
続
け
る
姿
勢
を
培
っ
て
い
く
。

　鹿
児
島
の
豊
か
な
自
然
は
、ど
の
よ
う
に
形
成

さ
れ
て
き
た
の
か
。15
回
の
講
義
を
通
じ
て
、日
本

列
島
と
鹿
児
島
に
お
け
る
第
四
紀
の
気
候
変
動
、

海
水
準
変
化
、地
殻
変
動
、火
山
活
動
史
、植
生
史

を
紹
介
す
る「
鹿
児
島
の
自
然
史
」。第
5
回
の
授

業
で
は
、過
去
15
万
年
の
気
候
デ
ー
タ
を
読
み
解

き
、そ
こ
か
ら「
現
在
の
地
球
は
温
暖
化
し
て
い
る

の
か
？
そ
の
原
因
は
人
間
な
の
か
？
」を
検
証
す

る
。壮
大
な
地
球
環
境
の
変
化
を
教
材
に
し
た
講

義
で
、学
生
た
ち
が
学
ん
で
い
く
科
学
的
思
考
の

プ
ロ
セ
ス
と
は
。

　星
砂
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

　汗
ば
む
日
も
多
く
な
っ
て
き
た
鹿
児
島
の
5
月

中
旬
。授
業
冒
頭
、「
昼
間
は
暑
い
の
で
、夕
方
を

待
っ
て
犬
の
散
歩
に
行
っ
て
い
ま
す
」と
い
う
井

村
先
生
の
語
り
口
に
教
室
の
空
気
が
少
し
和
ら
い

だ
。こ
の
日
の
講
義
テ
ー
マ
は
、地
球
の「
氷
期・間

氷
期
サ
イ
ク
ル
」。現
在
の
地
球
温
暖
化
を
考
え
る

上
で
欠
か
せ
な
い
、過
去
の
気
候
変
動
の
歴
史
に

つ
い
て
学
ぶ
授
業
だ
。身
近
な
気
温
の
話
か
ら
、話

は
一
気
に
地
球
規
模
へ
と
広
が
っ
て
い
く
。

　私
た
ち
が
暮
ら
す
鹿
児
島
の
年
平
均
気
温
は

現
在
約
19
度
だ
が
、約
2
万
年
前
、地
球
の
気
温

は
現
在
よ
り
5
〜
6
度
低
く
、海
面
も
1
0
0

メ
ー
ト
ル
以
上
低
か
っ
た
。で
は
、な
ぜ
数
万
年
前

の
気
温
や
海
面
の
高
さ
が
分
か
る
の
か
。鍵
に
な

る
の
が
酸
素
の
同
位
体
、特
に
酸
素
16（¹⁶O

）と

酸
素
18（¹⁸O

）の
比
率
だ
。

　海
水
が
蒸
発
す
る
際
、酸
素
16
を
含
む
軽
い
水

が
優
先
的
に
蒸
発
す
る
が
、寒
い
時
代
に
な
る
と

酸
素
16
が
氷
河
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、相
対
的
に
海

水
中
の
酸
素
18
を
含
む
重
い
水
の
割
合
が
高
ま

る
。そ
の
た
め
、海
底
に
堆
積
し
た
有
孔
虫（
単
細

胞
生
物
で
、星
砂
は
そ
の
仲
間
）の
殻
や
氷
床
コ
ア

に
含
ま
れ
る
酸
素
同
位
体
の
比
率
を
分
析
す
れ

ば
、そ
の
時
代
の
気
温
を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
、

さ
ら
に
氷
河
の
量
を
算
出
す
る
こ
と
で
当
時
の
海

面
の
高
さ
ま
で
分
か
る
と
い
う
。

　気
候
変
動
を
生
み
出
す

　地
球
の
リ
ズ
ム
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このたびは学術大賞という栄誉に与り、藤田先生ととも
に大変光栄に存じます。本研究は、サウナ愛好家が「ぐわ

んぐわん」「パッカーン」と表現する独特の感覚を、心理尺度とし
て捉えようとした挑戦的な試みでした。当初は一般的な言語表現では「と
とのう」体験の機微を掴みきれず苦慮しましたが、オノマトペに着目したこ
とで、弛緩的浮遊感・刺激的覚醒感・包容的温和感という三因子構造に
辿り着けました。日本語のオノマトペが持つ身体感覚への近さを、改めて
実感した次第です。藤田先生の発想力と粘り強い議論に支えられ完成し
た研究であり、サウナ文化を学術的に語る一助となれば幸いです。

Research   &   Contribution

断
水
時
に
も
機
能
す
る
と
い
う
生
活
温
泉

地
な
ら
で
は
の
強
み
を
備
え
て
い
ま
す
。

研
究
を
通
し
て
、
こ
う
し
た
宝
の
価

値
を
改
め
て
言
葉
に
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
宝
は
静
か
に
失

わ
れ
つ
つ
あ
り
、
早
朝
か
ら
利
用
で
き
る

鹿
児
島
市
の
公
衆
浴
場
は
今
や
ご
く
わ

ず
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
、
大
学
だ
か
ら
こ
そ
果
た
せ
る

役
割
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

温
浴
が
も
た
ら
す
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョン
効

果
や
、
見
守
り
・
防
災
と
いっ
た
公
共
的

価
値
を
学
術
的
に
裏
付
け
、
そ
の
根
拠

を
地
域
社
会
や
行
政
、
メ
ディ
ア
、
そ
し

て
学
生
へ
と
つ
な
ぐ
ハ
ブ
に
な
る
こ
と
で

す
。一
つ
の
銭
湯
に
は
、
健
康
・
福
祉
、

防
災
、
文
化
、
観
光
と
、
多
様
な
価
値

が
重
な
っ
て
お
り
、
そ
の
全
体
像
は
、
研

究
に
よ
る
客
観
的
な
言
葉
に
よ
っ
て
示
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

老
朽
化
し
た
銭
湯
を
リ
ニュ
ー
ア
ル
す

る
こ
と
は
、
単
な
る
施
設
の
存
続
に
と
ど

ま
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
の
に
、
ど
こ
か
懐

か
し
い
―
―
そ
ん
な
銭
湯
が
息
づ
く
風
景

は
、
鹿
児
島
市
の
大
き
な
魅
力
と
な
る

可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
夢
物
語
に
聞

こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
進
取
の
精

神
で
地
域
と
世
界
の
未
来
に
挑
む
一
つ
の

形
と
し
て
、
こ
の
土
地
の
温
浴
文
化
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

サ
ウ
ナ
を
愛
好
す
る
人
た
ち
が
よ
く

口
に
す
る
「
と
と
の
う
」
と
い
う
言
葉
。

そ
れ
が
心
身
の
ど
の
よ
う
な
状
態
を
指
す

の
か
は
、
長
ら
く
感
覚
的
に
し
か
語
ら
れ

て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
主
観
的
な「
と

と
の
う
」
と
い
う
体
験
を
心
理
学
の
手
法

で
と
ら
え
る
こ
と
に
挑
ん
だ
の
が
今
回
の

研
究
で
す
。

研
究
を
す
る
に
当
た
っ
て
着
目
し
た
の

は
オ
ノ
マ
ト
ペ
で
す
。
日
本
人
は
、
言
葉

に
し
づ
ら
い
繊
細
な
身
体
感
覚
も
オ
ノ
マ

ト
ペ
で
豊
か
に
表
現
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
全
国
の
サ
ウ
ナ
利
用
者
千
人
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、「
と
と
のっ

た
」
と
き
に
使
う
オ
ノ
マ
ト
ペ
（「
ぐ
わ
ん

ぐ
わ
ん
」「
フ
ワ
フ
ワ
」「
ポ
カ
ポ
カ
」な
ど
）

を
収
集
し
、
因
子
分
析
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
サ
ウ
ナ
に
お
け
る
「
と
と
の

う
体
験
」
は
、
力
が
抜
け
て
浮
か
ぶ
よ
う

な
〈
弛
緩
的
浮
遊
感
〉、
頭
が
冴
え
て
目

覚
め
る
よ
う
な
〈
刺
激
的
覚
醒
感
〉、
そ

し
て
、
温
か
さ
に
包
ま
れ
る
〈
包
容
的

温
感
〉
の
三
つ
の
因
子
か
ら
構
成
さ
れ
る

こ
と
が
見
え
て
き
た
の
で
す
。

感
覚
の
領
域
を
出
な
かっ
た
「
と
と
の

う
体
験
」
を
初
め
て
言
語
と
数
値
の
両

面
か
ら
構
造
化
し
た
本
研
究
は
、
江
戸

川
大
学
の
蛯
原
先
生
と
の
共
同
研
究
と

し
て
日
本
サ
ウ
ナ
学
会
の
学
術
大
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

温
浴
が
も
た
ら
す
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョン

効
果
は
、
私
の
本
来
の
専
門
で
あ
る
ス

ポ
ー
ツ
心
理
学
に
お
い
て
も
重
要
な
課
題

で
す
。「
心
身
の
コ
ン
ディ
ション
を
ど
う
整

え
る
か
」
は
、
ア
ス
リ
ー
ト
に
と
っ
て
も
、

日
々
判
断
を
求
め
ら
れ
る
現
代
人
に
と
っ

て
も
切
実
な
問
い
だ
か
ら
で
す
。

こ
う
し
た
視
点
で
足
元
を
見
つ
め
直
す

と
、
鹿
児
島
と
い
う
土
地
の
特
異
な
豊
か

さ
に
気
付
か
さ
れ
ま
す
。
鹿
児
島
市
は
、

天
然
温
泉
・
サ
ウ
ナ
・
水
風
呂
の
三
拍

子
が
そ
ろ
っ
た
公
衆
浴
場
に
、
生
活
圏
の

中
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
全
国
的
に
も
希
少

な
「
生
活
温
泉
地
」
で
す
。
し
か
も
入

浴
料
金
は
４
６
０
円
（
令
和
８
年
7
月

現
在
）
ほ
ど
と
手
頃
で
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
誰
も
が
気
軽
に
利
用
で
き

ま
す
。

温
浴
の
価
値
は
心
地
よ
さ
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
低
価
格
で
通
え
る
銭
湯

は
、
地
域
の
高
齢
者
が
さ
り
げ
な
く
顔

を
合
わ
せ
る
場
と
し
て
、
日
常
の
見
守
り

機
能
の
一
端
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

災
害
時
に
は
住
民
の
衛
生
環
境
を
支
え

る
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
期
待
で
き
ま

す
。
と
り
わ
け
鹿
児
島
の
銭
湯
は
地
下

水
や
温
泉
を
水
源
と
す
る
施
設
が
多
く
、

サウナの「ととのう」体験を、オノマトペを手がかりに心理学的手法で構造化し、
三因子（弛緩的浮遊感・刺激的覚醒感・包容的温感）として明らかにした。

温浴のリラクゼーション効果という学術的視点から、鹿児島市が持つ「生
活温泉地」としての価値（アクセス性・低価格・高齢者見守り・災害時
の衛生拠点）をとらえ直す。

老朽化が進む銭湯の公共的価値を学術的に裏付け、地域・行政・メディ
アをつなぐことで、生活温泉地の維持と、観光温泉地としての可能性
を探る。

〜
サ
ウ
ナ
体
験
の
言
語
化
か
ら
見
え
て
き
た
、「
生
活
温
泉
地
」鹿
児
島
の
可
能
性
〜

サ
ウ
ナ
に
お
け
る「
と
と
の
う
」体
験
の
言
語
的
表
現
に
関
す
る
心
理
学
的
探
求

01

02

03

研究のポイント
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私
た
ち
の
足
元
に
あ
る

「
生
活
温
泉
地
」と
い
う
宝

オ
ノ
マ
ト
ペ
か
ら
迫
る

「
と
と
の
う
」体
験
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学大学院修士課程入学、2007年 鹿児島大学教育学部着任
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■所属学会：日本サウナ学会、日本体育・スポーツ健康学会
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藤田　勉 （ふじた・つとむ） 教授
Pr��e

Me�a�
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こどもコミュニケーション学科
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共同研究者メッセージ

鹿大
の
研
究

温
浴
文
化
を
残
す
た
め
に

大
学
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

ととのい体験をオノマトペ（擬音語、擬態
語）で作成して測定したところ、サウナ特
有の因子が抽出された

とろーん
フワフワ
フワーッ
ほっこり
ほわ～っと
とろける
しっとり
ぐわんぐわん
ドクンドクン
ゾワゾワ
ピリピリ
パッカーン
ポカポカ
ほかほか
じんわり
ジーン

弛緩的浮遊感
（α＝.88）

刺激的覚醒感
（α＝.84）

包容的温和感
（α＝.77）

.89

.88

.70

.62

.56

.48

.48
-.10
-.14
.20
-.06
.22
-.07
.11
.02
.15

-.10
-.01
.09
-.21
.02
.31
.12
.85
.79
.65
.65
.60
-.04
-.01
.03
.20

-.04
-.07
-.01
.29
.23
.02
.11
.10
.14
-.15
.05
-.22
.80
.69
.66
.46

因子１ 因子２ 因子３

研究１で作成した項目ではサウナの特有の
ととのい体験をあらわす尺度になっている
か不明であり、妥当性の課題が残された。
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このたびは学術大賞という栄誉に与り、藤田先生ととも
に大変光栄に存じます。本研究は、サウナ愛好家が「ぐわ

んぐわん」「パッカーン」と表現する独特の感覚を、心理尺度とし
て捉えようとした挑戦的な試みでした。当初は一般的な言語表現では「と
とのう」体験の機微を掴みきれず苦慮しましたが、オノマトペに着目したこ
とで、弛緩的浮遊感・刺激的覚醒感・包容的温和感という三因子構造に
辿り着けました。日本語のオノマトペが持つ身体感覚への近さを、改めて
実感した次第です。藤田先生の発想力と粘り強い議論に支えられ完成し
た研究であり、サウナ文化を学術的に語る一助となれば幸いです。

Research   &   Contribution

断
水
時
に
も
機
能
す
る
と
い
う
生
活
温
泉

地
な
ら
で
は
の
強
み
を
備
え
て
い
ま
す
。

研
究
を
通
し
て
、
こ
う
し
た
宝
の
価

値
を
改
め
て
言
葉
に
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
宝
は
静
か
に
失

わ
れ
つ
つ
あ
り
、
早
朝
か
ら
利
用
で
き
る

鹿
児
島
市
の
公
衆
浴
場
は
今
や
ご
く
わ

ず
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
、
大
学
だ
か
ら
こ
そ
果
た
せ
る

役
割
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

温
浴
が
も
た
ら
す
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョン
効

果
や
、
見
守
り
・
防
災
と
いっ
た
公
共
的

価
値
を
学
術
的
に
裏
付
け
、
そ
の
根
拠

を
地
域
社
会
や
行
政
、
メ
ディ
ア
、
そ
し

て
学
生
へ
と
つ
な
ぐ
ハ
ブ
に
な
る
こ
と
で

す
。一
つ
の
銭
湯
に
は
、
健
康
・
福
祉
、

防
災
、
文
化
、
観
光
と
、
多
様
な
価
値

が
重
な
っ
て
お
り
、
そ
の
全
体
像
は
、
研

究
に
よ
る
客
観
的
な
言
葉
に
よ
っ
て
示
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

老
朽
化
し
た
銭
湯
を
リ
ニュ
ー
ア
ル
す

る
こ
と
は
、
単
な
る
施
設
の
存
続
に
と
ど

ま
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
の
に
、
ど
こ
か
懐

か
し
い
―
―
そ
ん
な
銭
湯
が
息
づ
く
風
景

は
、
鹿
児
島
市
の
大
き
な
魅
力
と
な
る

可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
夢
物
語
に
聞

こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
進
取
の
精

神
で
地
域
と
世
界
の
未
来
に
挑
む
一
つ
の

形
と
し
て
、
こ
の
土
地
の
温
浴
文
化
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

サ
ウ
ナ
を
愛
好
す
る
人
た
ち
が
よ
く

口
に
す
る
「
と
と
の
う
」
と
い
う
言
葉
。

そ
れ
が
心
身
の
ど
の
よ
う
な
状
態
を
指
す

の
か
は
、
長
ら
く
感
覚
的
に
し
か
語
ら
れ

て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
主
観
的
な「
と

と
の
う
」
と
い
う
体
験
を
心
理
学
の
手
法

で
と
ら
え
る
こ
と
に
挑
ん
だ
の
が
今
回
の

研
究
で
す
。

研
究
を
す
る
に
当
た
っ
て
着
目
し
た
の

は
オ
ノ
マ
ト
ペ
で
す
。
日
本
人
は
、
言
葉

に
し
づ
ら
い
繊
細
な
身
体
感
覚
も
オ
ノ
マ

ト
ペ
で
豊
か
に
表
現
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
全
国
の
サ
ウ
ナ
利
用
者
千
人
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、「
と
と
のっ

た
」
と
き
に
使
う
オ
ノ
マ
ト
ペ
（「
ぐ
わ
ん

ぐ
わ
ん
」「
フ
ワ
フ
ワ
」「
ポ
カ
ポ
カ
」な
ど
）

を
収
集
し
、
因
子
分
析
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
サ
ウ
ナ
に
お
け
る
「
と
と
の

う
体
験
」
は
、
力
が
抜
け
て
浮
か
ぶ
よ
う

な
〈
弛
緩
的
浮
遊
感
〉、
頭
が
冴
え
て
目

覚
め
る
よ
う
な
〈
刺
激
的
覚
醒
感
〉、
そ

し
て
、
温
か
さ
に
包
ま
れ
る
〈
包
容
的

温
感
〉
の
三
つ
の
因
子
か
ら
構
成
さ
れ
る

こ
と
が
見
え
て
き
た
の
で
す
。

感
覚
の
領
域
を
出
な
かっ
た
「
と
と
の

う
体
験
」
を
初
め
て
言
語
と
数
値
の
両

面
か
ら
構
造
化
し
た
本
研
究
は
、
江
戸

川
大
学
の
蛯
原
先
生
と
の
共
同
研
究
と

し
て
日
本
サ
ウ
ナ
学
会
の
学
術
大
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

温
浴
が
も
た
ら
す
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョン

効
果
は
、
私
の
本
来
の
専
門
で
あ
る
ス

ポ
ー
ツ
心
理
学
に
お
い
て
も
重
要
な
課
題

で
す
。「
心
身
の
コ
ン
ディ
ション
を
ど
う
整

え
る
か
」
は
、
ア
ス
リ
ー
ト
に
と
っ
て
も
、

日
々
判
断
を
求
め
ら
れ
る
現
代
人
に
と
っ

て
も
切
実
な
問
い
だ
か
ら
で
す
。

こ
う
し
た
視
点
で
足
元
を
見
つ
め
直
す

と
、
鹿
児
島
と
い
う
土
地
の
特
異
な
豊
か

さ
に
気
付
か
さ
れ
ま
す
。
鹿
児
島
市
は
、

天
然
温
泉
・
サ
ウ
ナ
・
水
風
呂
の
三
拍

子
が
そ
ろ
っ
た
公
衆
浴
場
に
、
生
活
圏
の

中
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
全
国
的
に
も
希
少

な
「
生
活
温
泉
地
」
で
す
。
し
か
も
入

浴
料
金
は
４
６
０
円
（
令
和
８
年
7
月

現
在
）
ほ
ど
と
手
頃
で
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
誰
も
が
気
軽
に
利
用
で
き

ま
す
。

温
浴
の
価
値
は
心
地
よ
さ
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
低
価
格
で
通
え
る
銭
湯

は
、
地
域
の
高
齢
者
が
さ
り
げ
な
く
顔

を
合
わ
せ
る
場
と
し
て
、
日
常
の
見
守
り

機
能
の
一
端
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

災
害
時
に
は
住
民
の
衛
生
環
境
を
支
え

る
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
期
待
で
き
ま

す
。
と
り
わ
け
鹿
児
島
の
銭
湯
は
地
下

水
や
温
泉
を
水
源
と
す
る
施
設
が
多
く
、

サウナの「ととのう」体験を、オノマトペを手がかりに心理学的手法で構造化し、
三因子（弛緩的浮遊感・刺激的覚醒感・包容的温感）として明らかにした。

温浴のリラクゼーション効果という学術的視点から、鹿児島市が持つ「生
活温泉地」としての価値（アクセス性・低価格・高齢者見守り・災害時
の衛生拠点）をとらえ直す。

老朽化が進む銭湯の公共的価値を学術的に裏付け、地域・行政・メディ
アをつなぐことで、生活温泉地の維持と、観光温泉地としての可能性
を探る。

〜
サ
ウ
ナ
体
験
の
言
語
化
か
ら
見
え
て
き
た
、「
生
活
温
泉
地
」鹿
児
島
の
可
能
性
〜

サ
ウ
ナ
に
お
け
る「
と
と
の
う
」体
験
の
言
語
的
表
現
に
関
す
る
心
理
学
的
探
求

01
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03
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法文教育学域 教育学系
藤田勉 教授

私
た
ち
の
足
元
に
あ
る

「
生
活
温
泉
地
」と
い
う
宝

オ
ノ
マ
ト
ペ
か
ら
迫
る

「
と
と
の
う
」体
験
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（教育学）、1995年 東京農業大学農学部卒業、
1997年 JICA青年海外協力隊、2003年 東京学芸大

学大学院修士課程入学、2007年 鹿児島大学教育学部着任
（以降，現職に至る）
■所属学会：日本サウナ学会、日本体育・スポーツ健康学会
■専門分野：スポーツ心理学

藤田　勉 （ふじた・つとむ） 教授
Pr��e

Me�a�
江戸川大学メディアコミュニケーション学部
こどもコミュニケーション学科
蛯原　正貴（えびはら・まさたか） 准教授

共同研究者メッセージ

鹿大
の
研
究

温
浴
文
化
を
残
す
た
め
に

大
学
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

ととのい体験をオノマトペ（擬音語、擬態
語）で作成して測定したところ、サウナ特
有の因子が抽出された

とろーん
フワフワ
フワーッ
ほっこり
ほわ～っと
とろける
しっとり
ぐわんぐわん
ドクンドクン
ゾワゾワ
ピリピリ
パッカーン
ポカポカ
ほかほか
じんわり
ジーン

弛緩的浮遊感
（α＝.88）

刺激的覚醒感
（α＝.84）

包容的温和感
（α＝.77）

.89

.88

.70

.62

.56

.48

.48
-.10
-.14
.20
-.06
.22
-.07
.11
.02
.15

-.10
-.01
.09
-.21
.02
.31
.12
.85
.79
.65
.65
.60
-.04
-.01
.03
.20

-.04
-.07
-.01
.29
.23
.02
.11
.10
.14
-.15
.05
-.22
.80
.69
.66
.46

因子１ 因子２ 因子３

研究１で作成した項目ではサウナの特有の
ととのい体験をあらわす尺度になっている
か不明であり、妥当性の課題が残された。
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医歯学域医学系 医歯学総合研究科
奥野浩行 教授奥野浩行 教授

Research   &   Contribution

を
切
り
替
え
る
「
柔
軟
性
」
と
も
深
く
結
び

つ
い
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
マ
ウ
ス
用
タッ
チ

パ
ネ
ル
式
装
置
な
ど
を
使
い
、
過
去
の
経
験

や
記
憶
を
も
と
に
ど
の
よ
う
に
柔
軟
な
考
え

方
が
生
み
出
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
を

解
き
明
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
な
ぜ
「
感
情
」
を
伴
う
記
憶
は

残
り
や
す
い
の
か
？
　強
く
心
を
揺
さ
ぶ
ら

れ
た
日
は
、
出
来
事
だ
け
で
な
く
そ
の
日
の

情
景
や
会
話
ま
で
鮮
明
に
よ
み
が
え
り
ま
す
。

「
痛
み
」
は
負
の
感
情
と
結
び
つ
き
ま
す
が
、

こ
れ
が
記
憶
機
能
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る

の
か
？
　さ
ら
に
は
、「
歳
を
と
る
と
、
も
の

ご
と
を
よ
く
忘
れ
る
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
情
報
を
記
録
で
き
な
い
の
か
、
情

報
を
取
り
出
せ
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
情
報

が
消
え
て
し
ま
う
の
か
？
　記
憶
に
関
連
し

た
問
い
は
多
岐
に
わ
た
り
、
ま
だ
ま
だ
明
ら

か
に
す
べ
き
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
脳
の
機
能
は
認
知
症
や
う
つ
病
、

神
経
発
達
症
な
ど
の
疾
患
に
よ
り
、
う
ま
く
働

か
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

脳
の
機
能
低
下
メ
カニズム
の
解
明
は
、
将
来
の

予
防
法
や
治
療
薬
の
開
発
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
考
え
か
ら
、
私
た
ち
は
製
薬
企
業

と
の
共
同
研
究
も
進
め
てい
ま
す
。
と
は
い
え
、

我
々
が
研
究
を
行
う
根
底
に
あ
る
の
は
、
記
憶

の
謎
を
解
き
明
か
し
た
い
と
い
う
純
粋
な
好
奇

心
で
す
。
鹿
児
島
大
学
に
は
神
経
科
学
に
携
わ

る
研
究
者
が
学
部
を
超
え
て
多
く
集
まって
お

り
、コ
ミュニ
ティ
ー
が
出
来
てい
ま
す
。
そ
の
強

み
を
生
か
し
て
、
文
系
・
理
系
の
枠
を
越
え
て

自
由
な
発
想
で
集
え
る
神
経
科
学
の
拠
点
を

こ
の
地
に
作ってい
き
た
い
と
考
え
てい
ま
す
。

「
人
は
出
来
事
を
ど
う
や
っ
て
覚
え
る
の

か
」「
感
情
と
は
何
か
」。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
以

来
問
わ
れ
て
き
た
こ
れ
ら
の
謎
が
、
脳
や
神
経

細
胞
の
仕
組
み
と
し
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
20
世
紀
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
も
、
脳

の
中
で
何
が
起
き
て
記
憶
や
感
情
が
生
ま
れ

る
の
か
は
、
ま
だ
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
私
は
、
こ
の
古
く
か
ら
の
謎
に
、
二
つ
の

異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
携
え
て
挑
ん
でい
ま
す
。

一
つ
は
、
私
が
大
学
院
時
代
に
ニ
ホ
ン
ザ
ル

な
ど
の
霊
長
類
を
対
象
と
し
た
研
究
を
通
し

て
学
ん
だ
、
行
動
や
認
知
と
い
う
「
全
体
」

か
ら
脳
の
働
き
へ
迫
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
の
シ
ス

テ
ム
神
経
科
学
。
も
う
一
つ
は
、
留
学
先
や

帰
国
後
の
生
化
学
の
研
究
室
で
身
に
つ
け
た
、

神
経
細
胞
の
中
に
存
在
す
る
遺
伝
子
や
タ
ンパ

ク
質
と
い
う
最
小
の
「
部
品
」
か
ら
記
憶
に

迫
る
ボ
ト
ム
アッ
プ
型
の
研
究
で
す
。
全
体
像

と
部
品
の
両
面
か
ら
眺
め
る
こ
と
で
は
じ
め
て

見
え
て
く
る
も
の
が
あ
る
と
思
い
、
現
在
は
マ

ウ
ス
を
用
い
、
こ
の
二
つ
を
行
き
来
し
な
が
ら
、

記
憶
や
認
知
の
仕
組
み
を
調
べ
てい
ま
す
。

脳
に
は
無
数
の
神
経
細
胞
が
あ
り
、「
シ
ナ

プ
ス
」
と
い
う
つ
な
ぎ
目
で
電
気
信
号
や
化
学

物
質
を
や
り
と
り
し
て
「
会
話
」
し
てい
ま
す
。

シ
ナ
プ
ス
は
コン
ピュ
ー
タ
の
記
憶
素
子
の
よ
う

な
役
割
を
担
い
、
そ
の
調
子
が
崩
れ
る
と
脳
の

は
た
ら
き
に
支
障
が
出
ま
す
。
し
か
も
、
そ
の

伝
わ
り
や
す
さ
（
感
度
）
は
一
定
で
は
な
く
、

「
ふ
だ
ん
の
声
で
は
届
か
な
かっ
た
相
手
に
、
小

さ
な
声
で
も
届
く
よ
う
に
な
る
」
と
いっ
た
調

整
が
絶
え
ず
起
き
てい
ま
す
。
脳
が
使
わ
れ
る

と
、
A
r
c
遺
伝
子
に
代
表
さ
れ
る
「
活
動

依
存
的
遺
伝
子
」
が
活
性
化
し
て
こ
の
感
度

を
調
整
し
、
神
経
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
状
態
を
変

え
て
い
ま
す
。
私
を
は
じ
め
、
現
在
の
多
く
の

脳
研
究
者
は
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
変
化
こ

そ
が
記
憶
の
本
質
だ
と
考
え
てい
ま
す
。

記
憶
に
は
、
数
秒
〜
数
時
間
、
数
日
〜
数
ヶ

月
、
一
生
残
る
も
の
ま
で
、
続
く
長
さ
の
異
な

る
ク
ラ
ス
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
脳
の
違
う
場
所

が
担ってい
ま
す
。
時
間
と
と
も
に
、
記
憶
を
担

う
回
路
が
「
引
き
継
が
れ
て
」い
く
の
で
す
。
私

た
ち
は
活
動
に
応
じ
て
働
く
遺
伝
子
を
網
羅

的
に
調
べ
、
数
百
種
類
も
の
遺
伝
子
が
神
経
活

動
に
応
じ
て
変
化
す
る
こ
と
を
見
い
だ
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
記
憶
に
関
わ
る
神
経
細
胞
を
赤

や
緑
に
染
め
分
け
て
可
視
化
し
、いつ・ど
こ
で
、

ど
の
遺
伝
子
が
働
く
の
か
を
確
か
め
てい
ま
す
。

た
と
え
ば
A
r
c
遺
伝
子
は
、いっ
た
ん
蓄
え
た

記
憶
を
さ
ら
に
長
持
ち
す
る
形へと
作
り
変
え

る
の
に
重
要
で
あ
る
こ
と
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

記
憶
は
、
判
断
や
、
状
況
に
応
じ
て
考
え

「トップダウン」と「ボトムアップ」の２つのアプローチ
で認知機能の解明に挑む

『活動依存的遺伝子』の動きを明らかにし、神経ネットワーク
の変化という記憶の本質に迫る

「感情」や「痛み」と記憶との関係にも着目。記憶のメカニズム
を理解することで、認知症や精神・神経疾患の解明、新たな治
療法の開発が期待される

〜
記
憶
の
正
体
は「
神
経
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
変
化
」。そ
の
仕
組
み
に
迫
る
〜

神
経
活
動
依
存
的
遺
伝
子
に
よ
る
神
経
回
路
お
よ
び
認
知
機
能
の
調
節
機
構
を
解
明

01
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研究のポイント

「
柔
軟
な
心
」の
解
明
か
ら
、

社
会
へ
の
貢
献
へ

二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、

記
憶
の
謎
に
挑
む

記
憶
の
正
体
は

「
神
経
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
変
化
」
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■研究分野：経験や学習によって脳の神経回路や機能がどのように変化し、知覚や認知、思
考を変えるのか？ということに興味をもって研究を行っています。遺伝子、分子、細胞レベルの
研究を行うために、マウスなどの実験動物を対象とした生化学、分子生物学、生理学、解剖学、
動物行動学などの実験的なアプローチで脳のメカニズムを明らかにしたいと考えています。
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私たちの「こころ」は、目の前の出来事を取り込んで知識と
するボトムアップの情報処理と、その知識を使って理解し判

断するトップダウンの情報処理、その両方の流れの中に宿って
います。奥野先生は、この二つの流れが脳のどこで交わり、どのよう

な分子が働いているのかを、長年にわたって世界の最前線で明らかにしてきま
した。先生が追い続ける「記憶の分子機構」は、「こころ」を科学的に理解するため
の扉です。医学にとどまらず、理学・教育学・工学を横断した統合科学として「こ
ころ」に迫る新しいサイエンスが、鹿大から生まれることを楽しみにしています。

早稲田大学 人間科学学術院
掛山　正心（かけやま・まさき） 教授

共同研究者メッセージ

マウス用タッチパネル式学習装置を用いて
学習・記憶あるいは意思決定などの行動
学的解析

マウス大脳の記憶想起に関連した神経細
胞を染め分ける方法の開発（赤と緑は異
なる記憶に関係する）
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を
切
り
替
え
る
「
柔
軟
性
」
と
も
深
く
結
び

つ
い
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
マ
ウ
ス
用
タッ
チ

パ
ネ
ル
式
装
置
な
ど
を
使
い
、
過
去
の
経
験

や
記
憶
を
も
と
に
ど
の
よ
う
に
柔
軟
な
考
え

方
が
生
み
出
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
を

解
き
明
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
な
ぜ
「
感
情
」
を
伴
う
記
憶
は

残
り
や
す
い
の
か
？
　強
く
心
を
揺
さ
ぶ
ら

れ
た
日
は
、
出
来
事
だ
け
で
な
く
そ
の
日
の

情
景
や
会
話
ま
で
鮮
明
に
よ
み
が
え
り
ま
す
。

「
痛
み
」
は
負
の
感
情
と
結
び
つ
き
ま
す
が
、

こ
れ
が
記
憶
機
能
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る

の
か
？
　さ
ら
に
は
、「
歳
を
と
る
と
、
も
の

ご
と
を
よ
く
忘
れ
る
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
情
報
を
記
録
で
き
な
い
の
か
、
情

報
を
取
り
出
せ
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
情
報

が
消
え
て
し
ま
う
の
か
？
　記
憶
に
関
連
し

た
問
い
は
多
岐
に
わ
た
り
、
ま
だ
ま
だ
明
ら

か
に
す
べ
き
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
脳
の
機
能
は
認
知
症
や
う
つ
病
、

神
経
発
達
症
な
ど
の
疾
患
に
よ
り
、
う
ま
く
働

か
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

脳
の
機
能
低
下
メ
カニズム
の
解
明
は
、
将
来
の

予
防
法
や
治
療
薬
の
開
発
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
考
え
か
ら
、
私
た
ち
は
製
薬
企
業

と
の
共
同
研
究
も
進
め
てい
ま
す
。
と
は
い
え
、

我
々
が
研
究
を
行
う
根
底
に
あ
る
の
は
、
記
憶

の
謎
を
解
き
明
か
し
た
い
と
い
う
純
粋
な
好
奇

心
で
す
。
鹿
児
島
大
学
に
は
神
経
科
学
に
携
わ

る
研
究
者
が
学
部
を
超
え
て
多
く
集
まって
お

り
、コ
ミュニ
ティ
ー
が
出
来
てい
ま
す
。
そ
の
強

み
を
生
か
し
て
、
文
系
・
理
系
の
枠
を
越
え
て

自
由
な
発
想
で
集
え
る
神
経
科
学
の
拠
点
を

こ
の
地
に
作ってい
き
た
い
と
考
え
てい
ま
す
。

「
人
は
出
来
事
を
ど
う
や
っ
て
覚
え
る
の

か
」「
感
情
と
は
何
か
」。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
以

来
問
わ
れ
て
き
た
こ
れ
ら
の
謎
が
、
脳
や
神
経

細
胞
の
仕
組
み
と
し
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
20
世
紀
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
も
、
脳

の
中
で
何
が
起
き
て
記
憶
や
感
情
が
生
ま
れ

る
の
か
は
、
ま
だ
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
私
は
、
こ
の
古
く
か
ら
の
謎
に
、
二
つ
の

異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
携
え
て
挑
ん
でい
ま
す
。

一
つ
は
、
私
が
大
学
院
時
代
に
ニ
ホ
ン
ザ
ル

な
ど
の
霊
長
類
を
対
象
と
し
た
研
究
を
通
し

て
学
ん
だ
、
行
動
や
認
知
と
い
う
「
全
体
」

か
ら
脳
の
働
き
へ
迫
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
の
シ
ス

テ
ム
神
経
科
学
。
も
う
一
つ
は
、
留
学
先
や

帰
国
後
の
生
化
学
の
研
究
室
で
身
に
つ
け
た
、

神
経
細
胞
の
中
に
存
在
す
る
遺
伝
子
や
タ
ンパ

ク
質
と
い
う
最
小
の
「
部
品
」
か
ら
記
憶
に

迫
る
ボ
ト
ム
アッ
プ
型
の
研
究
で
す
。
全
体
像

と
部
品
の
両
面
か
ら
眺
め
る
こ
と
で
は
じ
め
て

見
え
て
く
る
も
の
が
あ
る
と
思
い
、
現
在
は
マ

ウ
ス
を
用
い
、
こ
の
二
つ
を
行
き
来
し
な
が
ら
、

記
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や
認
知
の
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を
調
べ
てい
ま
す
。
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に
は
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経
細
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が
あ
り
、「
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プ
ス
」
と
い
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つ
な
ぎ
目
で
電
気
信
号
や
化
学

物
質
を
や
り
と
り
し
て
「
会
話
」
し
てい
ま
す
。

シ
ナ
プ
ス
は
コン
ピュ
ー
タ
の
記
憶
素
子
の
よ
う

な
役
割
を
担
い
、
そ
の
調
子
が
崩
れ
る
と
脳
の

は
た
ら
き
に
支
障
が
出
ま
す
。
し
か
も
、
そ
の

伝
わ
り
や
す
さ
（
感
度
）
は
一
定
で
は
な
く
、

「
ふ
だ
ん
の
声
で
は
届
か
な
かっ
た
相
手
に
、
小
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な
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で
も
届
く
よ
う
に
な
る
」
と
いっ
た
調

整
が
絶
え
ず
起
き
てい
ま
す
。
脳
が
使
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れ
る

と
、
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r
c
遺
伝
子
に
代
表
さ
れ
る
「
活
動

依
存
的
遺
伝
子
」
が
活
性
化
し
て
こ
の
感
度

を
調
整
し
、
神
経
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
状
態
を
変

え
て
い
ま
す
。
私
を
は
じ
め
、
現
在
の
多
く
の

脳
研
究
者
は
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
変
化
こ

そ
が
記
憶
の
本
質
だ
と
考
え
てい
ま
す
。

記
憶
に
は
、
数
秒
〜
数
時
間
、
数
日
〜
数
ヶ

月
、
一
生
残
る
も
の
ま
で
、
続
く
長
さ
の
異
な

る
ク
ラ
ス
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
脳
の
違
う
場
所

が
担ってい
ま
す
。
時
間
と
と
も
に
、
記
憶
を
担

う
回
路
が
「
引
き
継
が
れ
て
」い
く
の
で
す
。
私

た
ち
は
活
動
に
応
じ
て
働
く
遺
伝
子
を
網
羅

的
に
調
べ
、
数
百
種
類
も
の
遺
伝
子
が
神
経
活

動
に
応
じ
て
変
化
す
る
こ
と
を
見
い
だ
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
記
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に
関
わ
る
神
経
細
胞
を
赤

や
緑
に
染
め
分
け
て
可
視
化
し
、いつ・ど
こ
で
、

ど
の
遺
伝
子
が
働
く
の
か
を
確
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てい
ま
す
。

た
と
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c
遺
伝
子
は
、いっ
た
ん
蓄
え
た

記
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を
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に
長
持
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す
る
形へと
作
り
変
え

る
の
に
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で
あ
る
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と
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え
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ま
し
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。
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に
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考
え
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を理解することで、認知症や精神・神経疾患の解明、新たな治
療法の開発が期待される

〜
記
憶
の
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経
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　鹿児島大学では、学生が地域の現場に入り、自治体や企
業、地域住民と協働しながら課題解決に取り組む活動を数
多く展開しています。本事業を通じて全国の支援者とつな
がり、学生たちの挑戦に共感と支援が寄せられることは、
本学にとって大きな励みとなります。さらに、寄附が学生の
活動を後押しすることで、地域の活性化や人材育成、持続
可能な地域づくりにつながることが期待されます。
　なお、寄附は4月1日か
ら受け付けており、返礼
品がない制度のため、鹿
児島市民も税控除を受
けながら鹿児島大学を直
接応援することができま
す。

本事業の詳細は、本学HPをご覧ください。
https://www.kagoshima-u.ac.jp/kifukin/cat1352/post-54.html
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。
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を
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に
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中
で
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は
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ま

し
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た
い
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と
は
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。
も
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と
い
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は
、
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。
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。
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を
学
ぶ
場
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。「
マ
マ

が
満
た
さ
れ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
や
パ
ー
ト
ナ
ー
と

の
関
係
に
も
余
裕
が
生
ま
れ
る
」
と
い
う
思
い
が
活

動
の
中
心
に
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
な
ど
内
面
の
美
し
さ
に

光
を
当
て
る
「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ジ
ャ
パ
ン
」
に
も
携

わ
り
、
誰
も
が
自
由
に
夢
を
語
れ
る
社
会
を
目
指
す

前
畑
さ
ん
。
今
後
は
家
族
で
参
加
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
に
も
取
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で
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れ
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„
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と
を
諦
め
ず

に
進
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“
は
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も
前
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さ
ん
の
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戦
を
支
え

て
い
ま
す
。

宮崎県日向市出身。鹿児島大学医学部保健学科を卒業後、助
産師として勤務。離婚や体調不良での療養を経て、看護師とし
て復帰。不妊治療を機に退職し、ベビーマッサージ教室を起
業。現在は母親向けのオンラインコミュニティを運営中。５歳
と３歳の息子、夫と暮らす。昨年「ビューティージャパン」に出
場。今年はゼネラルマネージャーを務める。

PROFILE

鹿

1

　全国の仲間とつくるオンラインコミュニティ「ママすく」。ミーティン
グ中の一場面。　　Beauty Japan2025ファイナリストに挑戦。
　実技実習で友人たちと。　　ゴミ拾い活動。子ども達の価値観や気
づきを育てる小さなきっかけになればうれしいです。

2
3 4

1

選択肢はひとつじゃない
人生はもっと欲張っていい

卒業生メッセージ

　3月24日、鹿児島市役所において、鹿児島市、SCSK株式
会社および市内3大学（鹿児島国際大学、志學館大学、本
学）による「大学応援ふるさと納税」事業の開始に伴う合同
記者発表が行われました。
　本事業は、ふるさと納税制度を活用して市内大学の取り
組みを支援するもので、地域課題の解決や若者の流出抑制
につながるプロジェクトへの寄附を募る、産学官が連携し
た新たな取り組みです。寄附者は応援したい大学を指定す
ることができ、寄附金は各大学の教育・研究活動や地域貢
献活動などに活用されます。
　会見では、冒頭に下鶴隆央鹿児島市長があいさつを行
い、続いて3大学を代表して井戸章雄学長が登壇しました。
井戸学長は、「地域社会を持続可能なものとするための『地
（知）の拠点』としての使命を再確認し、各大学が持つ専門
的な知見や学生の若いエネルギーを結集しながら、若者の
流出抑制や地域課題の解決に全力で挑んで参ります」と力
強く述べました。

前畑 ことこ
まえはた

起業家

あいさつを行う井戸章雄鹿児島大学長

２ 3

4

特徴

1
教育機関や地域の教育活動
プロジェクトを選んで寄付

プロジェクトへの「共感」を
モチベーションにしたふるさと納税です

特徴

2
鹿児島市民も鹿児島市に
ふるさと納税できます

返礼品がないため、
鹿児島市民も

鹿児島市に寄付できます！

特徴

3
少額で気軽な一歩を
踏み出せる

最低1,000 円から
ふるさと納税できます
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　3月23日、鹿児島大学稲盛会館キミ＆ケサメモリアルホールで鹿児島大学
J-PEAKSキックオフシンポジウム～『超分野結集型研究』の推進による研究力
強化をめざして～」が開催されました。これは、文部科学省「地域中核・特色あ
る研究大学強化促進事業（J-PEAKS）」の一環として行われたもので、大学関係
者や学生、企業関係者232名（対面141名、オンライン91名）が参加しました。
　本シンポジウムは、J-PEAKS事業における領域研究プロジェクトの推進に向
け、主幹大学の長崎大学と連携大学の宮崎大学との連携をさらに強化すると
ともに、研究紹介を通じて研究者間の交流機会を提供し、新たなネットワーク
の構築と、さらなる研究の発展を目指して企画したものです。

　開会あいさつで、井戸章雄学長は「採択されたこと自体がゴールではなく、ここからが本番です。今日この場での出会いと
対話が、研究者間のネットワークの構築や拡大、新たな共同研究の立ち上げ、ひいては社会実装へとつながる第一歩になるこ
とを期待しております」と述べました。
　続いて、グローバルヘルス・グローバルリスク・グローバルエコロジーの3領域の活動概要について、各領域責任者から説明
があった後、フラッシュトーク形式により各研究プロジェクトリーダーから17の研究プロジェクトの紹介が行われました。
　後半は、長崎大学や宮崎大学からも各大学の取り組みの紹介や本学との連携の可能性等について説明がありました。
　また、稲盛会館のロビーや中会議室では、3大学の約50の研究プロジェクトを展示したポスターセッションを開催。研究者
や大学院生との積極的な交流が行われ、J-PEAKS事業のさらなる推進につながる有意義な機会となりました。

鹿児島大学J-PEAKSキックオフシンポジウム
～「超分野結集型研究」の推進による研究力強化を
   めざして～を開催しました

　法文学部では、2025年度、垂水市との包括連携協定の一環として、垂水市に所在す
る戦争遺跡や関連資料を調査・研究する連携事業を実施しました。2025年度は太平
洋戦争が終結して80年を迎える節目であり、失われてゆく戦争の「記憶」の記録・継
承・活用が喫緊の課題です。連携事業には、法文学部人文学科多元地域文化コースの
石田智子准教授、吉田明弘准教授および考古学ゼミ生７名、法文学部附属「鹿児島の
近現代」教育研究センターの中嶋晋平特任助教が参加しました。連携事業の実施にあ
たっては、鹿児島県立垂水高等学校と垂水史談会からもご協力いただきました。
　主な活動内容として、9月16日から19日にかけて、複数手法（現地踏査、聞き取り調
査、文献調査、測量調査、石碑等の記録調査）による総合調査を垂水市で実施しまし
た。また、9月17日には鹿児島大学と鹿児島県立垂水高等学校の合同ワークショップを開催しました。3月21日には、垂水市
市民館で成果報告会を開催し、今年度の活動成果を発表しました。
　2025年度の連携事業では、垂水市に所在する戦争遺跡や関連資料の悉皆調査を実施するとともに、地域の人々と協働で
実践することの重要性を再認識しました。豊富な地域資源があり魅力的なフィールドである垂水市を舞台に、今後さらなる活
動の展開が期待されます。

垂水市との連携事業で戦争遺跡を共同調査しました
　3月24日、工学部は、鹿児島県立鹿児島中央高等学校と「高大接続
及び課題研究等協力についての協定」を締結しました。本協定は、高
大接続の充実を図り、鹿児島中央高校の生徒が課題研究等を円滑に
実施できるよう、両者が協力して事業を推進することを目的としてい
ます。
　締結式では、木方十根学部長が「本協定は、単に二つの学校の利益
だけでなく、日本の社会そのものに大きな意味を持つ人材育成の要
であり、社会が担うべき責任を果たす大きな推進力となる」と述べ、
社会貢献への強い意欲を示しました。また、鹿児島中央高校の野村義
文校長は、これまでの工学部からの協力に感謝を述べるとともに、
「生徒の学習への視野が広がり、課題解決力が深まり、進路意識や大
学への理解が深まることで、双方の教育が活性化することを期待する」と述べました。
　工学部は、本協定を通じて、鹿児島中央高校との連携をさらに強化し、地域社会の未来を担う優秀な人材育成に一層貢献
してまいります。

鹿児島中央高等学校と高大接続・課題研究に関する協定を締結News

　鹿児島大学南九州・南西諸島域イノベーションセンターは、令和8
年5月より、ナイロン製の詰め替えパウチ回収プロジェクト「R2P2
（Refill Pouch Pack Recycling）」を開始しました。
　同プロジェクトは、理工学研究科の加藤太一郎教授が進めるナイ
ロンのケミカルリサイクル技術の社会実装を目指した取組です。研究
に必要な材料である「詰め替え用パウチ」の回収を呼びかけており、
学内6か所に回収ボックスを設置しました。
　近年、ごみの分別をはじめとするリサイクルへの意識は広く浸透し
つつあります。一方で、プラスチック製品のリサイクルは環境面・技術
面の双方で大きな課題を抱えています。その解決策の一つとして期
待されているのが「ケミカルリサイクル」です。これは使用済みプラス
チックを原料レベルまで分解し、新たな製品へ再利用する技術で、焼却による二酸化炭素排出の抑制や資源循環への貢献
が期待されています。
　しかし、多くのプラスチック製品は複数の素材で構成されており、種類ごとの分別が難しいことが実用化の課題となってい
ます。そのような中、加藤教授は、多層構造プラスチックを種類ごとに分離する技術や、ナイロンをモノマーまで分解する技術
を活用し、ナイロンのケミカルリサイクルに成功しました。現在は社会実装に向けて実験規模の拡大を進めています。
　今回のプロジェクトでは、回収したナイロン製の詰め替えパウチを研究素材として活用します。回収対象は、ナイロン（PA）
の表示がある洗剤類の詰め替え用パウチや食品包装資材などです。
　なお、本プロジェクトはJ-PEAKS（地域中核・特色ある研究大学強化促進事業）の取組の一環として実施しており、学生や
教職員の日常生活における行動変容を調査する実証実験も兼ねています。

ナイロン製の詰め替えパウチ回収プロジェクトを開始News

　グローバルセンターでは、日本人学生と外国人学生がペアになって参加する国際共修型職業体験プログラムを立ち上げま
した。初年度は、本学と包括連携協定を結んでいる大崎町の3つの企業（ジャパンファーム、社会福祉法人愛生会、久徳建設）
において、合計６名の学生が５日間（2月16～20日）実習を行い、「①企業の特徴と地域における役割」「②海外の同業種と
の比較」「③若者や外国人が働きやすい職場環境」の3つの課題に取り組みました。
　3月27日に大崎町中央公民館で開催された報告会では、日本人学生と外国人学生が協力して取り組むことで、既存の枠を
超えた新しいアイデアや価値を提案するとともに、文化の違いを超えた本質的な問いを立てることができ、国際共修ならで
はの成果が見られました。学生たちにとって、日本のビジネス慣行や地域社会についての学びは、今後のキャリアや生き方を
考える貴重な機会となり、参加企業側からも取り組みを継続してほしいという声が多く聞かれました。

国際共修「地域から世界へ：
異文化をつなぐインターンシップ体験」を実施

　鹿児島大学の全学イニシアティブ「鹿児島オープンサイエンス（KGOS）」が、このたび始動しました。
　KGOSは、鹿児島大学の教職員や学生だけでなく、地域の住民、企業・団体、行政
など、鹿児島に関わる一人ひとりの発想や活動、挑戦を丁寧につなぐことで「知」と
「地」と「智」を結び、地域の明るい未来を紡いでいきます。
　新たに公開されたKGOS Webサイトでは、鹿児島に関わる研究を収集し、わかり
やすく発信します。その知見を地域の皆さまとともに利活用し、よりよい地域の実現
につなげていきたいと考えています。地域社会との距離が近い地方大学だからこそ
実現できる「地方大学のオープンサイエンスモデル」を目指します。
　KGOS Webサイトでは、鹿児島県内の市町村、島、山、川で行われた、さまざまな
テーマの研究を探すことができます。あなたの住む地域にどのような研究があるか、
ぜひご覧ください。

「鹿児島オープンサイエンス（KGOS）」始動!!News

Report

鹿児島オープンサイエンス
https://www.lib.kagoshima-u.ac.jp/
kgos/
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　3月23日、鹿児島大学稲盛会館キミ＆ケサメモリアルホールで鹿児島大学
J-PEAKSキックオフシンポジウム～『超分野結集型研究』の推進による研究力
強化をめざして～」が開催されました。これは、文部科学省「地域中核・特色あ
る研究大学強化促進事業（J-PEAKS）」の一環として行われたもので、大学関係
者や学生、企業関係者232名（対面141名、オンライン91名）が参加しました。
　本シンポジウムは、J-PEAKS事業における領域研究プロジェクトの推進に向
け、主幹大学の長崎大学と連携大学の宮崎大学との連携をさらに強化すると
ともに、研究紹介を通じて研究者間の交流機会を提供し、新たなネットワーク
の構築と、さらなる研究の発展を目指して企画したものです。

　開会あいさつで、井戸章雄学長は「採択されたこと自体がゴールではなく、ここからが本番です。今日この場での出会いと
対話が、研究者間のネットワークの構築や拡大、新たな共同研究の立ち上げ、ひいては社会実装へとつながる第一歩になるこ
とを期待しております」と述べました。
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鹿児島大学J-PEAKSキックオフシンポジウム
～「超分野結集型研究」の推進による研究力強化を
   めざして～を開催しました
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「生徒の学習への視野が広がり、課題解決力が深まり、進路意識や大
学への理解が深まることで、双方の教育が活性化することを期待する」と述べました。
　工学部は、本協定を通じて、鹿児島中央高校との連携をさらに強化し、地域社会の未来を担う優秀な人材育成に一層貢献
してまいります。
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ロンのケミカルリサイクル技術の社会実装を目指した取組です。研究
に必要な材料である「詰め替え用パウチ」の回収を呼びかけており、
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を活用し、ナイロンのケミカルリサイクルに成功しました。現在は社会実装に向けて実験規模の拡大を進めています。
　今回のプロジェクトでは、回収したナイロン製の詰め替えパウチを研究素材として活用します。回収対象は、ナイロン（PA）
の表示がある洗剤類の詰め替え用パウチや食品包装資材などです。
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につなげていきたいと考えています。地域社会との距離が近い地方大学だからこそ
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鹿児島県に生産拠点を置く東京証
券取引所上場企業として、科学的
データを活用した飼育管理と
HACCP・FSSC22000に基づく衛
生管理で安全な食を全国へ供給
し、副産物や排泄物を再資源化して
循環型社会に貢献します。

皆さんが日々積み重ねている学び
や挑戦は、必ず未来の力になりま
す。迷う時こそ成長のチャンスです。
地域の未来を担う皆さんが、自分ら
しい道を信じて前へ進むことを心
から応援しています。努力は必ず実
を結びます。

貴社の業務やSDGsへの取り組み
などについて教えてください

本学の学生に向けて
応援メッセージをお願いします！

［パートナー企業紹介］

アンケートに答えて
鹿児島大学オリジナルグッズをGET!

今後のよりよい誌面作りのため、皆様からのご意見・ご感想をお寄せください。
アンケートにご協力いただいた方の中から抽選で５名様に『鹿児島大学オリジ
ナルグッズ』をプレゼントします。

鹿大「進取の精神」支援基金へのご寄附のお願いお願い

　鹿大「進取の精神」支援基金は、2015（平成27）年の一般資金創設から、
趣旨にご賛同いただいた多くの皆様方からご支援をいただき、現在では、修
学支援事業基金や学部等支援基金*などの特定資金を加え、本学の教育・研
究活動充実のため、大切に活用させていただいております。一般資金には、ご
不要となりました本などの物品をご提供いただき、その査定金額をご寄附い
ただくリサイクル募金もございます。皆様からのご支援をお待ちしております。

こちらのフォームからご応募ください。

【お問い合わせ先】
鹿児島大学総務部総務課広報・渉外室基金・渉外係

TEL：099-285-3101
E-mail： s-kikin@kuas.kagoshima-u.ac.jp
基金ホームページ：
　　　https://www.kagoshima-u.ac.jp/kifukin/

＊学部等支援基金：歯学部・鹿児島大学病院・練習船・医学部学科教育・
教育学部附属学校園・動物病院・工学部教育研究支援基金・
SKLVセンター基金・農学部基金

応募締切

令和8年9月30日（水）

鹿児島大学オリジナル
フェイスタオル &
ステッカー

鹿児島大学オリジナル
フェイスタオル &
ステッカー

［アンケートにおける個人情報の取り扱いについて］
ご提供いただいた個人情報は、プレゼントの発送以外には使用いたしません。

抽選で
５名様に
プレゼント

鹿児島大学公式ファンクラブのご案内
鹿児島大学に心を寄せてくださる皆さ
まとつながり、集い、語り合える鹿大と
未来をつくるコミュニティを目指して
います。鹿児島大学が主催するさまざ
まなイベントなどを通じて、大学の魅
力を発信し、地域の皆さまとの交流を
促進します。

公式HP 会員登録無料

Growing!Growing!
鹿大生の横顔

鹿児島大学大学院・
リハビリテーション医学講座 博士課程

塗木 ひかるさん塗木 ひかるさん

研究者とアスリート　
二つの舞台を往復しながら可能性を未来へ広げる

　
鹿
児
島
大
学
大
学
院
・
医
歯
学
総
合

研
究
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
医
学
分
野

（
博
士
課
程
）で
学
び
な
が
ら
、短
距
離

選
手
と
し
て
も
活
躍
す
る
塗
木
ひ
か
る

さ
ん
。今
年
の
大
崎
室
内
陸
上
1
0
0

ｍ
で
一
般
選
手
を
相
手
に
優
勝
し
、九

州
イ
ン
カ
レ
で
も
3
位
に
入
り
ま
し
た
。

研
究
面
で
は
、九
州
ス
ポ
ー
ツ
体
育
学

会
で
V
R
を
用
い
た
視
線
分
析
を
発
表

し
、サ
ッ
カ
ー
選
手
と
一
般
選
手
の
視
線

や
戦
術
理
解
の
違
い
を
示
し
ま
し
た
。

『
進
取
の
精
神
』学
生
表
彰
は
2
年
連
続

で
受
賞
。昨
年
は
V
R
映
像
を
活
用
し

た
視
線
分
析
に
加
え
、感
覚
減
衰
を
高

め
る
視
覚
リ
サ
イ
ズ
フィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に

よ
る
自
他
識
別
の
改
善
や
、生
理
指
標

開
発
に
向
け
た
研
究
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。現
在
は
下
堂
薗
教
授
の
指
導
の
も

と
、麻
痺
患
者
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
ション
に

関
わ
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
陸
上
と
の
向
き
合
い
方
に
も
探
究
心

が
に
じ
み
ま
す
。高
校
時
代
は
結
果
に

恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、鹿
大
入
学
後

は
環
境
に
支
え
ら
れ
記
録
が
向
上
。週

2
回
の
ウ
エ
イ
ト
、食
事
管
理
、フィ
ジ
カ

ル
強
化
な
ど
、分
析
力
を
生
か
し
た
地

道
な
積
み
重
ね
を
続
け
、監
督
、コ
ー
チ
、

ト
レ
ー
ナ
ー
と
対
話
し
な
が
ら
柔
軟
に

練
習
を
組
み
立
て
て
い
ま
す
。「
興
味
を

持
っ
た
ら
と
こ
と
ん
や
る
タ
イ
プ
」と
い

う
言
葉
ど
お
り
、粘
り
強
さ
が
競
技
力

を
押
し
上
げ
ま
す
。
研
究
者
と
し
て
、そ

し
て
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
、二
つ
の
フィ
ー

ル
ド
を
軽
や
か
に
行
き
来
し
な
が
ら
興

味
と
可
能
性
を
広
げ
続
け
る
姿
は
、鹿

大
が
大
切
に
し
て
き
た『
進
取
の
精
神
』

そ
の
も
の
で
す
。

Hikaru NurukiHikaru Nuruki

私
の
座
右
の
銘

探
究
心
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
一
歩
で
も
前
進
。計
画
を

立
て
、実
行
と
改
善
を
重
ね
る
中
で
生
ま
れ
る
発
見
や
学

び
に
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。支
え
て
く
だ
さ
る
方
々
へ

の
感
謝
を
胸
に
、こ
れ
か
ら
も
自
分
ら
し
く
前
向
き
に
挑

戦
し
て
い
き
た
い
で
す
。

千
里
の
道
も
一
歩
か
ら

12競技と学業の両面で成果を重ねています。　3父は鹿大
陸上部の監督、妹も編入後は同じ部で日々練習に励む陸上一
家。母の食事面での支えもあり、研究と競技に打ち込める環境
が整っています。　4多忙な日々でも、適度にリフレッシュしな
がらオンオフを上手に切り替えています。
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券取引所上場企業として、科学的
データを活用した飼育管理と
HACCP・FSSC22000に基づく衛
生管理で安全な食を全国へ供給
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や挑戦は、必ず未来の力になりま
す。迷う時こそ成長のチャンスです。
地域の未来を担う皆さんが、自分ら
しい道を信じて前へ進むことを心
から応援しています。努力は必ず実
を結びます。

貴社の業務やSDGsへの取り組み
などについて教えてください

本学の学生に向けて
応援メッセージをお願いします！

［パートナー企業紹介］

アンケートに答えて
鹿児島大学オリジナルグッズをGET!

今後のよりよい誌面作りのため、皆様からのご意見・ご感想をお寄せください。
アンケートにご協力いただいた方の中から抽選で５名様に『鹿児島大学オリジ
ナルグッズ』をプレゼントします。

鹿大「進取の精神」支援基金へのご寄附のお願いお願い

　鹿大「進取の精神」支援基金は、2015（平成27）年の一般資金創設から、
趣旨にご賛同いただいた多くの皆様方からご支援をいただき、現在では、修
学支援事業基金や学部等支援基金*などの特定資金を加え、本学の教育・研
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ただくリサイクル募金もございます。皆様からのご支援をお待ちしております。

こちらのフォームからご応募ください。

【お問い合わせ先】
鹿児島大学総務部総務課広報・渉外室基金・渉外係

TEL：099-285-3101
E-mail： s-kikin@kuas.kagoshima-u.ac.jp
基金ホームページ：
　　　https://www.kagoshima-u.ac.jp/kifukin/

＊学部等支援基金：歯学部・鹿児島大学病院・練習船・医学部学科教育・
教育学部附属学校園・動物病院・工学部教育研究支援基金・
SKLVセンター基金・農学部基金
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令和8年9月30日（水）

鹿児島大学オリジナル
フェイスタオル &
ステッカー

鹿児島大学オリジナル
フェイスタオル &
ステッカー

［アンケートにおける個人情報の取り扱いについて］
ご提供いただいた個人情報は、プレゼントの発送以外には使用いたしません。

抽選で
５名様に
プレゼント

鹿児島大学公式ファンクラブのご案内
鹿児島大学に心を寄せてくださる皆さ
まとつながり、集い、語り合える鹿大と
未来をつくるコミュニティを目指して
います。鹿児島大学が主催するさまざ
まなイベントなどを通じて、大学の魅
力を発信し、地域の皆さまとの交流を
促進します。

公式HP 会員登録無料

Growing!Growing!
鹿大生の横顔

鹿児島大学大学院・
リハビリテーション医学講座 博士課程

塗木 ひかるさん塗木 ひかるさん

研究者とアスリート　
二つの舞台を往復しながら可能性を未来へ広げる

　
鹿
児
島
大
学
大
学
院
・
医
歯
学
総
合

研
究
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
医
学
分
野

（
博
士
課
程
）で
学
び
な
が
ら
、短
距
離

選
手
と
し
て
も
活
躍
す
る
塗
木
ひ
か
る

さ
ん
。今
年
の
大
崎
室
内
陸
上
1
0
0

ｍ
で
一
般
選
手
を
相
手
に
優
勝
し
、九

州
イ
ン
カ
レ
で
も
3
位
に
入
り
ま
し
た
。

研
究
面
で
は
、九
州
ス
ポ
ー
ツ
体
育
学

会
で
V
R
を
用
い
た
視
線
分
析
を
発
表

し
、サ
ッ
カ
ー
選
手
と
一
般
選
手
の
視
線

や
戦
術
理
解
の
違
い
を
示
し
ま
し
た
。

『
進
取
の
精
神
』学
生
表
彰
は
2
年
連
続

で
受
賞
。昨
年
は
V
R
映
像
を
活
用
し

た
視
線
分
析
に
加
え
、感
覚
減
衰
を
高

め
る
視
覚
リ
サ
イ
ズ
フィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に

よ
る
自
他
識
別
の
改
善
や
、生
理
指
標

開
発
に
向
け
た
研
究
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。現
在
は
下
堂
薗
教
授
の
指
導
の
も

と
、麻
痺
患
者
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
ション
に

関
わ
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
陸
上
と
の
向
き
合
い
方
に
も
探
究
心

が
に
じ
み
ま
す
。高
校
時
代
は
結
果
に

恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、鹿
大
入
学
後

は
環
境
に
支
え
ら
れ
記
録
が
向
上
。週

2
回
の
ウ
エ
イ
ト
、食
事
管
理
、フィ
ジ
カ

ル
強
化
な
ど
、分
析
力
を
生
か
し
た
地

道
な
積
み
重
ね
を
続
け
、監
督
、コ
ー
チ
、

ト
レ
ー
ナ
ー
と
対
話
し
な
が
ら
柔
軟
に

練
習
を
組
み
立
て
て
い
ま
す
。「
興
味
を

持
っ
た
ら
と
こ
と
ん
や
る
タ
イ
プ
」と
い

う
言
葉
ど
お
り
、粘
り
強
さ
が
競
技
力

を
押
し
上
げ
ま
す
。
研
究
者
と
し
て
、そ

し
て
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
、二
つ
の
フィ
ー

ル
ド
を
軽
や
か
に
行
き
来
し
な
が
ら
興

味
と
可
能
性
を
広
げ
続
け
る
姿
は
、鹿

大
が
大
切
に
し
て
き
た『
進
取
の
精
神
』

そ
の
も
の
で
す
。

Hikaru NurukiHikaru Nuruki

私
の
座
右
の
銘

探
究
心
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
一
歩
で
も
前
進
。計
画
を

立
て
、実
行
と
改
善
を
重
ね
る
中
で
生
ま
れ
る
発
見
や
学

び
に
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。支
え
て
く
だ
さ
る
方
々
へ

の
感
謝
を
胸
に
、こ
れ
か
ら
も
自
分
ら
し
く
前
向
き
に
挑

戦
し
て
い
き
た
い
で
す
。

千
里
の
道
も
一
歩
か
ら

12競技と学業の両面で成果を重ねています。　3父は鹿大
陸上部の監督、妹も編入後は同じ部で日々練習に励む陸上一
家。母の食事面での支えもあり、研究と競技に打ち込める環境
が整っています。　4多忙な日々でも、適度にリフレッシュしな
がらオンオフを上手に切り替えています。

3

1 2

4

KADAI JOURNAL No.23219



KADAI Journal

鹿大広報

No.232
2026 SUMMER

鹿大ジャーナルWEB
https://kadai-koho.com/

2026 SUMMER

特集
郡
元
キ
ャン
パ
ス
を
歩
こ
う
！

●編集・発行／鹿児島大学広報センター
〒890-8580 鹿児島市郡元一丁目 21番 24号
TEL: 099-285-7035　FAX: 099-285-3854
E-mail: sbunsho@kuas.kagoshima-u.ac.jp

2026年 7月発行

郡元キャンパスの中心に位置する貴重な親水空間で、学生や来訪者が四季の変化を感じら
れる憩いの場として親しまれています。時折、池のほとりでアオサギが佇む姿も観察されてお
り、キャンパス散策の際に足を運べば思いがけない出会いがあるかもしれません。

表紙イラスト はらぐちあつこ（イラストレーター）
　鹿児島大学法文学部法政策学科卒。電力会社勤務を経て、桑沢デザ
イン研究所ビジュアルデザイン科修了。東京のデザインコンサルティング会社でVI・CIデザイ
ン制作業務の他、歴史絵本制作にも携わる。2015年より峰岸達氏に師事。2020年より福岡市
に移住し、フリーランスのイラストレーターとして活動中。

今号の表紙「玉利池」

＊本誌デザイン基本色には、鹿児島大学が開発した
「かごんまの色®」を使用しています。

護
身
術
を
基
盤
に
心
と
体
を
鍛
え
る

武
道
で
す
。礼
儀
や
思
い
や
り
を
大
切
に

し
、相
手
を
尊
重
し
な
が
ら
技
を
学
び
ま

す
。仲
間
と
支
え
合
い
、実
践
を
通
し
て
自

信
や
協
調
性
を
育
め
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
部
員
同
士
が
支
え
合
い
、学
び
合
い
、

共
に
過
ご
す
家
族
の
よ
う
な
温
か
い
一

体
感
が
あ
り
ま
す
。大
会
で
は
数
々
の

結
果
を
残
し
て
き
ま
し
た
。部
員
間
の

集
ま
り
も
あ
り
、大
学
生
活
の
多
く
の

時
間
を
部
員
と
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
少
林
寺
拳
法
部
は
月
曜
日
と
金
曜
日

の
週
２
回
の
練
習
が
あ
り
ま
す
。大
会

期
間
は
練
習
量
を
増
や
し
、大
会
に
向

け
て
日
々
修
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

部 員 数：52名

活動場所：サークル棟2号館横の道場

活動日時：月・金　18時30分～20時30分

DATA ※2026年6/5 時点

SNS & CONTACT

お問合せ・入部希望等は
こちらから

Q
少
林
寺
拳
法
と
は
？

Q
少
林
寺
拳
法
部
の
魅
力
は
？

Q
活
動
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

atsuhara87

Instagram

Instagram

鹿児島大学公式HP 広報誌ポータルサイト
鹿大プレス

広報センターInstagram

最
高
の
仲
間
と
本
気
に
な
れ
る
場
所

少林寺拳法
部を動画で

ご紹介!!

少林寺拳法部


